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第９節　　　外　国　語

　中学校学習指導要領の外国語の目標は「外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーション
を図ろうとする態度の育成を図り、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う」
ことである。この目標を達成するために、小学校の外国語活動で育まれた素地をもとに、平成24年度から全面実施となる中
学校学習指導要領で増加した授業時数（各学年とも年間105時間から140時間）や指導する語数（「900語程度まで」から「1200
語程度」）などを活用し、豊かな言語活動を通して４技能を総合的に育成していくことが大切である。本事例集では、各学
校で実践されている優れた実践事例や指導方法を、平成23年度埼玉県中学校教育課程研究協議会における二つの研究協議題
を柱として収集、分類、提示している。全県をあげて研究協議した研修内容を、この事例集を活用することでさらに深化さ
せ、日々の学習指導の充実に資することをねらいとしている。

　下記1　2の研究協議題ごとに、次の事例を取り上げている。

⑴　指導と評価の一体化について
　本資料では、各事例に関して紙幅の許す限りではあるが、指導計画（Plan）、展開例（Do）、評価（Check）を一連の流
れで示している。本事例集を参考にした学習指導に当たっては、評価方法・評価規準を活用して生徒の達成度を把握し、
その結果を次の指導（Action）に生かすPDCAサイクルの中で、指導と評価の一体化が図られるように配慮することが望
ましい。

⑵　「評価上の留意点」における記号等について
　各実践事例に使われている「評価上の留意点」の記号等は、以下の内容を表す。

　　また、展開例においては、○は「学習活動」、◇は「学習内容」を表す。
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　言語に関する能力の育成を図る上で、４技能を統合的かつ段階的に育成していくことは重要である。ここでは自分の宝
物について英語で説明することを目標とした指導と評価の事例を紹介する。他者の宝物について「聞くこと」「読むこと」
を通した理解から、自分の宝物について「書くこと」「話すこと」の表現にスムーズにつなげる英作文活動を通して４技
能の育成を目指す。
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•ＡＬＴが宝物を紹介する原稿を読ませることでモデルとなる
文章にふれさせ、生徒に自分の宝物紹介を書きやすくさせる。

•書く活動において、英語が苦手な生徒でも取り組みやすいよ
うに「使える表現集」を示す。生徒は伝えたい表現などを選
んで書けばよいので、「書くこと」の活動の支援となる。

•コミュニケーションテストにおいて、教師との会話がスムー
ズにできるよう、普段の授業から継続的に会話練習を行うよ
うにする。

《ＡＬＴの宝物についてのスピーチ原稿》
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　必要な場面で瞬時に教材を提示できるＩＣＴの利点を生かし、コミュニケーション能力の基礎となる文法事項や言語材
料についての知識や理解を深め、外国語表現の能力を向上させることをねらいとする。

⑴　ＩＣＴの活用
　　授業展開の全てに活用するのではなく、効果が期待できそうな場面（文法事項の指導、単語練習、教科書の内容提示

等）に絞り込んで活用する。ＩＣＴを活用すると、絵・写真等の静止画やアニメーション等の動画で、ポイントとなる
学習内容を何度も繰り返して提示し、活用することができる。また、注目させたい教材を拡大・縮小させたり、文字の
色付け等を行ったりして、視覚に訴えることにより、生徒の集中力を持続させ、意欲を高めることにもつながる。さら
に、理解を促進するという面においても効果が期待できる。

ア　単語の発音や綴りの確認をするだけでなく、ＩＣＴの活用により言葉の意味の推測を促す。

イ　動詞や形容詞・副詞の語形変化を視覚的に理解させ、反復練習を行う。

ウ　静止画や動画を提示し、生徒の気持ちが動いたところで、ポイントである言語材料を導入する。また、ドリル学習
や応用学習へと発展させる。
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エ　言語の使用場面を映像で提示することにより、「こんなことを言ってみたい」という意欲を高め、さらに表現力を
豊かにさせることができる。

オ　生徒が外国に行った経験を生かし、写真等を用いて臨場感あふれるプレゼンテーションをすることができる。

⑵　「話すこと」の言語活動におけるＩＣＴの活用
　日頃から友達や先生、ＡＬＴと行っている言語活動を身近なものとしてとらえさせ、適切な表現を自ら考えさせ、言
語活動の充実を図る。
　これまでの学習の成果を生かし、他の情報も加えながら表現させる。
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⑶　事前の準備
　使用環境としては、コンピュータにプレゼンテーションソフトがインストールされていることが条件となる。また、
教材として使用する素材は、身近にあるものを写真や動画として記録したもの、音声を収めたもの、生徒の表情、動き
を表すイラスト等が利用できる。しかし、素材集には著作権の問題があるため、著作権がフリーなものを活用する等の
配慮が必要である。これまで多くの方がアイディアを駆使して紙で作成したもの、ＯＨＰ用に作成したもの等をリメイ
クし、ＩＣＴを活用すればさらに効果的な教材が作成できる。

⑴　評価の観点・評価規準等（　※P149の【既習事項を生かした応用編（路線案内）】から　）

⑵　指導と評価の展開例
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⑴　小中連携の必要性
ア　第１学年における言語活動

　「小学校における外国語活動を通じて音声面を中心としたコミュニケーションに対する積極的な態度などの一定の
素地が育成されることを踏まえ」て指導することを中学校学習指導要領に明示。

イ　指導計画の作成と内容の取扱い
　「小学校における外国語活動との関連に留意して、指導計画を適切に作成するものとする」と規定。

ウ　小学校外国語活動と中学校外国語の「目標」の接点
小学校 中学校

エ　小中連携の具体策
•情報交換（指導方法等についての検討会、小中合同研修の実施）
•交流（授業参観、中学校教員による小学校での授業、小学校教員による中学校での授業、児童生徒の交流等）
•小中が連携したカリキュラムの作成

　新学習指導要領では、小学校外国語活動での「体験」を生かし、中学校の英語学習を通してコミュニケーション能力
の基礎を養うことが求められている。中学校では中１の入門期の指導が特に重要になる。小学校で習ったことが中学校
でも役に立つことを生徒が実感できるよう、小学校の指導方法を取り入れるなど、系統性をもった指導の工夫改善が必
要である。具体的には、小学校で体験した活動を取り入れたり、小学校で使用した教材を活用することが考えられる。
このような指導を通して、生徒たちに「小学校でやったことがある」という感覚をもたせ、入門期の不安を取り除き、
学習意欲の向上へとつなげることができる。

⑴　題材名　アルファベットで名前を書く
⑵　本時の学習

ア　本時の目標
•中学校の英語学習への期待感をもって、自分の名前をアルファベットで書こうとしている。
•将来つきたい職業について、尋ねたり答えたりする。

イ　本時の展開

⑶　４月に行ったアンケートの例（調査数 ○○人）
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⑷　小学校外国語活動で扱う主な英語表現（英語ノート１・英語ノート２に記載された題材・表現）

⑸　「英語基本単語・会話表現リスト」の作成
　中学校１年生の英語学習を始める際に、小学校の外国語活動で学習した単語や会話表現を「英語基本単語・会話表現
リスト」としてまとめ、音声だけでなく、音声と文字が結び付くように工夫する。今後は、小学校の教員にもこのリス
トを配布し、小中で同じリストを使用することにより、小中連携がより効果的なものになることが期待できる。

⑴　ねらい
　小学校での外国語活動で育まれた素地を中学校の英語学習でさらに伸ばすためには、入門期の指導が特に重要となる。
小学校で学習した内容を繰り返し学習したり、小学校と同じ指導方法で教えたりすることによって、中学校での英語学
習に対して、生徒にやる気と自信を付けさせ、また、中学校での英語学習に対する不安感を払拭することをねらいとする。

⑵　題材名　英語で数字を言ってみよう
⑶　指導計画
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⑷　評価の観点・評価規準等

⑸　ねらいを実現するための手立て・工夫等
　中学校に入学した生徒に英語学習に対して「やる気」と「自信」をもたせるためには、小学校で学習したことを楽しみ
ながら再度学習させることが効果的である。小学校と同じ指導方法、指導内容を取り入れたり、同じ教材を使用したりし
ながら、生徒の記憶を確かなものにしていき、小学校で学習したことが中学校で生かされているという感覚をもたせる。

⑹　本時の学習
ア　本時の目標

•英語での数の言い方を知り、ゲームなどの活動を通して、数の言い方を理解する。
•小学校で学習したことの内容を中学校で繰り返し学習することにより、生徒に英語学習へのやる気と自信をもたせる。

イ　指導と評価の展開

　～小中連携を効果的に進めるために～
⑴　生徒が入学する前に知っておくとよいことについて（小学校からの情報収集）

•英語が苦手な生徒について、「なぜ苦手と感じているか」の原因と思われること。
•使用したClassroom English
•小学校の授業で扱った単元や活動と扱っていない単元や活動等

⑵　日常の指導について
　小学校、中学校で次のようなことを継続して指導するよう、指導方法の連携を図る。

例①授業中のインタビュー活動で相手が何と言っているか分からない時
•繰り返し言ってみる、Pardon?　と聞き返す、ジェスチャーをするなど、コミュニケーションを継続しようとい

う努力を評価する。
例②インタビュー活動で気を付けること

•アイコンタクトや挨拶をきちんとさせるため、メモは会話が終わってから取るように指導する。
例③英語の雰囲気づくりに役立つこと

•英語の歌の活用。（授業が始まる前から流して、生徒の興味や関心を高める。）
•授業の導入で小学校で扱ったチャンツや歌を活用する。小学校で人気のあった歌やチャンツについて、情報収集

しておくとよい。
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　平成24年度から全面実施される中学校学習指導要領では、語彙指導に関して、扱われる単語数が「900語程度まで」か
ら「1200語程度」になる。そこで生徒が効果的に単語や語句を身に付けられる指導事例を示す。生徒自身が単語を「どの
程度覚えているか」「どれくらい練習すれば覚えられるか」等、客観的に理解できるよう可視化することで、目標を立て
易くし、自主的・自発的な学習を促すことができる。また、実際に「語彙力が向上した」という実感を得られれば、さら
に学習意欲を向上させることができる。

日常の授業時間の最初の５～ 10分。
第１時…新出単語の導入 （一覧・単語練習プリントの配布、発音練習）
第２時…単語テストA １回目 （英語→日本語 前半、発音練習）…＊図１左
第３時…単語テストA ２回目 （英語→日本語 後半、発音練習）
第４時…単語テストB １回目 （日本語→英語 前半、発音練習）…＊図１右
第５時…単語テストB ２回目 （日本語→英語 後半、発音練習）
定期テスト…書く力を問う問題
長期休業明け…休み明けテスト（前学期に学習した問題「単語テストB全て」
+「自分問題」）

図１　単語テスト用紙（左側が単語テストA １回目、右側が単語テストB １回目の例。いずれも実寸はA4縦）
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⑴　指導語彙の選択
　中学校で指導すべき語は1200語程度である。しかし、全ての生徒が学習した直後に、その単語の綴りを書いたり、
その単語を活用して英文で表現するところまで定着させたりすることは困難である。そこで単語テストは単元ごとに行
う。教師が「（固有名詞など）無理には覚えなくてもよい語句」「理解にとどめる語句」「表現まで求める語句」に仕分
けし、単元ごとに提示する「語句一覧プリント」で生徒に明示する（＊図２）。仕分けの基準として、教科書の付録に
ある単語リストで「太字で書かれている語」や「＊がついている語」以外を「理解にとどめる語句」の目安とする方法
もある。

⑵　繰り返しの工夫
　「理解にとどめる語句」「表現まで求める語句」の両方を、それぞれ２回ずつに分けてテストする。ただし、全４回と
も全ての語句を出題し、採点対象を替えていく（＊図１）。また、定期テストの「書く力を問う問題」では、既習語と「表
現まで求める語句」に指定した語句だけで解答できる問題を出題する。さらに、長期休業明けテストでは前学期に出題
された「表現まで求める語句」を改めて出題する。

図２　語句一覧プリント（実寸はA4縦）
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⑶　個に応じた指導
　語句を覚えるのが得意な生徒には採点対象範囲以外（「理解にとどめる語句」を含む）も解答させる（＊図１）。また、
生徒によっては「理解にとどめる語句」の中に書けるようになりたい語句もあるので、そのような語句は積極的に表現
できるようにさせる。（例：バレーボール部の生徒にとっての‘volleyball’など。）語句を覚えるのが苦手な生徒のために、
長期休業明けテストでは最後の数問は「自分問題」を入れる。つまり、生徒は前学期の出題範囲から自分が選択した語
句を自分で出題し、自分で答える。このことにより苦手意識をもっている生徒も、覚えられそうな語句から取り組もう
と努力する姿が見られる。

⑷　学び方の指導
　英語を書くことは中学校から学習する内容であり、そのための「学び方の指導」も重要である。

　生徒は語句を覚える際、漢字の書き取りで慣れていることもあり「書いて覚える」方略をよく使うが、多くの場合、「全
ての語句を同じ回数で」書いている。しかし、覚えるまでに書かなくてはならない回数は語句によって異なる。ゲーム・
漫画などで知っている語句や外来語など生徒にとって親密度の高いものは比較的容易に記憶できる一方で、ローマ字に
ない文字を使う語句や簡単なフォニックスのルールから外れている語句などはすぐには覚えにくいからである。そこで、
覚えたかどうかを可視化するために、単語練習プリントには「自分テスト」の欄を設け、練習後に右端の「自分テスト」
と「日本語」の欄だけが見えるように折りたたんで、いわゆる模擬テストを行えるようにする（＊図３）。不正解の語
句はノートに書いてさらに練習し、今度は「日本語」欄だけを裏側に折り返して、裏面を活用して模擬テストの再試験
を行う。その際、先ほど正解したものも含め、全て解答すると、さらに定着しやすくなる。

》
　英単語の綴りと日本語の意味を結び付けて記憶する際、英語の音声（発音）を介して結び付けることが重要である。
綴りだけを記憶したとしても、発話の場面で必要な時に再生できないからである。ただし、英語の苦手な生徒にとって
は、日本語の意味からはもちろん英語の文字からの音声化も難しい。そこで自分で音声化することが困難な生徒に対す
る手立てとして、英語の「発音」欄を設け、およその音を再生できるようにサポートするのも一つの方法である（＊図
３）。基本は空欄にしておき、生徒に「自分が聞こえた音」をもとにカタカナ等で記入させる（例：ダウン、チャッカれィ、
ふァイン）。その際、アクセントの場所が分かるように留意する必要がある。ほとんどの中学生向けの学習辞書にはカ
タカナによる発音表記があるので参考になる。また、いつまでもカタカナ等に頼らない指導をしていく配慮も大切である。

※単語テストは授業の最初に行い、かつ授業時間内には単語テスト用の練習時間は確保しないことで、生徒によっては休
み時間から単語テストの勉強に取り組むようになる。

図３　単語練習プリント（実寸はA4横）
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　「基礎・基本」のエッセンスともいえる教科書を扱う時、発問を工夫したり、繰り返し学習を意図的に組み込んだ授業
をデザインしたりすることで生徒の自発的な活動を促し、家庭学習等の際でも、生徒が教科書を活用しながら自主的に学
習に取り組めるようになることを目指す。
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　第２学年○学期　○○○

⑴　学習活動の順序や形態
　学習活動の順序に関しては、生徒の実態や教師のねらいに応じて、外国語を学ぶ上でより効果的になるよう系統性を
考慮し、工夫する必要がある。学習の形態に関しては、学習の目的に応じて「個人」「グループ」「１対１」（教師⇔生徒）

「ペア」（生徒⇔生徒）のように変化させることにより学習効果が上がると考えられる。それぞれの場面で、それぞれの
形態の利点を上手く生かした指導をしていくことが大切である。

⑵　音読について
　音読は指導方法の一つであり、それ自体がゴールではないが、自己表現力の育成に向けた重要な橋渡しの役目を果た
すことが期待できる。生徒の学習状況を確認しながら、様々な手法を用いることで飽きずに繰り返せるような工夫が必
要である。

⑶　内容理解について
　内容理解に関しては、英文和訳など様々な方法が考えられるが、本文を活用し、既習の表現を使って生徒自身がＱ＆
Ａ、T or Fクイズを作ることにより、本文理解がより深まる。また、題材によっては、導入・新出単語の練習後、教
科書を開く前に登場人物のせりふの並べかえをさせることも効果的である。

⑷　過年度の教科書の活用について
　過年度の教科書を使ってディクテーション、音読、暗唱に取り組むことで、既習事項の反復練習や定着を図る効果が
期待でき、「（例）１年生の教科書でeaの綴りでイーと発音する単語を探してみよう」という発音（文字）指導にも利用
できる。
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＊①～⑥の数字はP157の番号と対応しています。
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　実生活の中で、生徒が外国の人々と英語を用いてコミュニケーションを図る場面は多くはない。しかし課題を解決する
ために必要な思考力、判断力、表現力といった能力を育むためには、基礎的・基本的な知識や技能を習得した後で、それ
らを活用させる場面を実際に与える必要がある。
　この実践では、自分たちが書いた日本文化に関する英作文を冊子にし、それをもとに外国の人々と英語でコミュニケー
ションを図る活動に発展させている。外国の人々に日本文化を紹介するために、生徒は習得した知識や技能を駆使し、な
んとか困難を乗り越え、その結果、伝えたいことが相手に通じた喜びを味わうことができる。本事例のような体験を通し
て学習したことの有用性を実感させたい。

　主な言語材料：受動態　　　６時間扱い
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•まず生徒には、本単元で身に付けるべき言語材料が、自然な文脈の中で用いられている英文に触れさせる。具体的には、
受動態の導入後、受動態を用いて書かれた日本文化に関する何種類かのまとまった英文（＊資料１）を読んだり聞いた
りさせて（インプット）、その内容や受動態の用法を理解させる。

•パフォーマンステストや実際に外国の人々に話しかける前に、ペアやグループで、十分に口頭練習の機会を与える。
•修学旅行先の京都、奈良等で生徒が外国からの旅行者に出会う確率は、普段の生活よりもはるかに高い。生徒の作品を

冊子にし、必要とする人（外国からの旅行者）に読んでもらうことによって、学習したことの有用性を実感させる。
•話しかける時のマナー等についても指導しておく（Excuse me. Do you have time? のように話しかけ、時間がとれるか

確認する等）。
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＜資料１「こんなとこいいね日本！」̶電車編̶　　多読・多聴教材（例）＞

＜資料２「こんなとこいいね日本！」　ワークシート（抜粋）＞

＜資料３「日本文化紹介」ワークシート　＞


